
 参加機関「江の川上流⽔害タイムライン」の作成に向けて、第3回検討会を開催しました。今回は、防災
関係23機関が参加し、タイムライン（案）の読み合わせを⾏いました。これにより、留意点や役
割分担について全体確認ができ、いよいよ運⽤を開始することになりました。

 ワーキングスケジュール
⽬標設定と進め⽅の確認

勉強会
R元年
6⽉20⽇

① タイムラインレベル（案）の確認
② ⽔害リスクの把握と防災⾏動項⽬の
抽出（第1階層）

⾏動項⽬の分析と重点⾏動項⽬の抽出

重点⾏動の具体化・細分化第1回
検討会
R元年
7⽉4⽇

・タイムラインレベルの設定
③ 防災⾏動項⽬（第2階層）の抽出
④ 重点⾏動項⽬の具体化・細分化

（第3階層へ）

役割分担の確認
第2回
検討会
R元年
8⽉9⽇

⑤ 役割分担の確認
・⾏動項⽬を「いつ」「誰が」「誰と」
実施するか確認
・他機関との連携ポイントを確認

全体共有と課題確認第３回
検討会
R元年
8⽉30⽇

江の川上流⽔害タイムラインの全体共有
（読み合わせ）

江の川上流⽔害タイムライン（素案）作成

江の川上流⽔害タイムライン（案）作成

－次第－
1. 開会挨拶
2. これまでの検討会振り返り
3. グループワーク

・タイムライン運⽤⽅法（案）の確認
・タイムラインの読合せの実施
・台⾵期運⽤に向けて

4. 質疑応答
5. 座⻑講評

 江の川上流⽔害タイムラインの構成

タイムライン【詳細版】
の対応項⽬を抜粋して防
災⾏動の種別毎に整理さ
れています。対応の全体
像を確認するときに活⽤
します。

①タイムライン【概要版】

江の川上流水害タイムライン（素案） ○：行動を実施する機関 ○：第1回検討会ワーキングで各機関が具体化・細分化した項目 役割の紫文字：勉強会・第1回検討会欠席機関

○：事務局にて具体化・細分化した項目（情報収集）

トリガー ： 洪水警報の危険度分布（非常に危険）、砂災害警戒情報 、土砂災害に関するメッシュ情報（非常に危険）（極めて危険）、氾濫危険情報

第１階層
（行動種別）

第2階層
（行動項目）

第3階層
（行動手段・手順）
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気象・台風情報の収集 全般・地方・気象情報、台風情報、台風
進路予報、週間予報の確認（報道・各社
ホームページ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 311

312 気象台からの発表情報の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 312

313 洪水危険度分布の確認（WEB） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 313

314
土砂災害に関するメッシュ情報（注意）
の確認(WEB)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 314

315 雨量・水位情報の収集
水位・雨量情報の確認（川の防災情報
（国管理河川）、県防災情報、自機関の
計測器等）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 315

316 道路交通情報の収集 道路情報提供システム等の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 316

317 迂回路の確認 ○ ○ ○ ○ 317

318 ライフライン情報の収集 各機関のホームーページの確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 318

319 被害情報の収集
被災状況等の確認（県防災情報、自治
体、住民からの情報等）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 319

320 自治体情報の収集 自治体体制状況の確認 ○ 320

321 気象伝達情報の収集 自治体気象伝達状況の確認 321

322 避難情報の収集 ○ ○ ○ 322

323 被害想定の実施 ○ ○ ○ 323

324 自治体への情報提供 ○ 324

325 水位情報の確認（実況・予測水位） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 325

326 洪水警報の発表の判断 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 326

327 関係機関への連絡（FAXの着信確認） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 327

328 住民への周知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 328

329 水位情報の確認（基準水位到達） 329

330 システム入力 330

331
関係機関への連絡（河川事務祖、県庁、
自治体）

331

332 基準水位を下回ったら解除 332

333 水位情報の確認（基準水位到達） 333

334 システム入力 334

335 関係機関への連絡 335

336 基準水位を下回ったら解除 336

337 水位情報の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 337

338 水位予測の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 338

339 浸水範囲の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 339

340 ホットラインの実施の判断 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 340

341 ホットラインの実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 341

342 避難情報
避難情報の発令
（避難勧告、避難指示（緊
急））

○ ○ ○ ○ 342

343 体制の構築 機関内防災体制の構築 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 343

344 災害対策本部の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 344

345 他機関との体制構築 関係機関への連絡 ○ 345

346 点検・巡視 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 346

347
但し書き操作(3h前、1h前、開始時に通
知)

○ ○ ○ 347

348 放流通知(アナウンス・サイレン) ○ 348

349 業者への連絡 ○ 349

350 災害対策用資機材の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 350

351 災害対策用資機材の確認(燃料) ○ ○ ○ ○ 351

352 浸水対策・水防活動の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 352

353 施設の排水等 ○ 353

354
ライフライン供給停止の
対応 ○ ○ ○ 354

管理施設対応 ダム操作の実施

災害対策用資機材の確認

浸水対策・水防活動

 2019年7月19日時点

備考

社会基盤（交通・運輸）

タイムラインレベル4 ： 氾濫危険水位超過

項
目
No.

防災行動項目
役割

項
目
No.

大規模避難・救助 福祉避難施設報道 避難対応 社会基盤（土木） 社会基盤（ライフライン）防災情報 浸水時緊急退避施設

情報の収集

被害想定

気象注意報・警報の収集

被害想定の実施

洪水警報 洪水警報の実施
（氾濫危険情報）

水位情報 水位周知の実施
（氾濫危険水位）

水防警報 水防警報の実施

ホットライン ホットラインの実施

②タイムライン【詳細版】
⾏動⼿順・内容（第3階
層）までの詳細な対応が
各機関・部署毎に時系列
に整理されています。⽔
害時は対応のチェックリ
ストとして活⽤します。

③タイムライン運⽤⽅法（案）
台⾵や⼤⾬に対するタイムラインの
⽴上げ・移⾏基準や、メーリングリ
ストを利⽤した情報発信等が記載さ
れています。タイムラインを運⽤す
る際に確認・活⽤します。

運⽤⽅法の構成

出席︓23機関、36名
（検討会構成機関︓37機関）

三次市
危機管理課
⼟⽊課
⽔道課
下⽔道課

安芸⾼⽥市
危機管理課
上下⽔道課
管理課

広島県
道路河川管理課

広島県 北部建設事務所
管理課

広島県 ⻄部建設事務所
広島県警察本部
三次警察署
安芸⾼⽥警察署
備北地区消防組合 消防本部
安芸⾼⽥市消防本部
陸上⾃衛隊 第１３旅団司令部

中国電⼒(株)
⻄⽇本電信電話(株)
⻄⽇本旅客鉄道(株)
⻄⽇本⾼速道路(株)
備北交通(株)
社会福祉法⼈ ⽔明会
社会福祉法⼈ ちとせ会
社会福祉法⼈ 清⾵会

サンホーム
(株)三次ケーブルビジョン
国⼟交通省 三次河川国道事務所

河川管理課
道路管理課
灰塚ダム管理⽀所

国⼟交通省 ⼟師ダム管理所
気象庁 広島地⽅気象台

座⻑ 広島⼤学⼤学院 ⼯学研究科 河原教授

江の川上流⽔害タイムライン（令和元年度版）

今回

タイムラインの構成について確認を⾏った。



グループワーク タイムライン読み合わせの実施
① ⾃機関の実施する⾏動項⽬と役割分担を確認
② タイムラインレベルごとに防災⾏動項⽬の読み合わせと、役割分担の確認を実施
③ 読み合わせでは各⾏動項⽬の役割分担を記号カードを使⽤して意思表⽰（変更の

場合は⾊のついたカードを使⽤）
④ 読み合わせはタイムラインレベルに沿って⾏い、レベル移⾏時には平成30年7⽉

豪⾬の状況を確認し、実際の洪⽔対応をイメージしながら実施

 グループワーキング読み合わせの主な内容

• 読み合わせを通して留意点や役割分担の漏れを全員で確認
することができた。

• 情報伝達が⾮常に重要であり、ポータルサイトやメーリン
グリストを活⽤した共有・発信が効果的である。

• 台⾵期での運⽤を経て振り返りを⾏い、より良いタイムラ
インに改善していくことが⼤切である。

 まとめ

⼤勢の⼈が顔を合わせて議論することができたので、これをきっかけ
にいろんなことを相談できる形になってほしい。今年から試⾏運⽤を
⾏いながら更新し続けることになる。 2年、3年かけて作り上げていく
ことが⼤事。 座⻑︓河原教授

〇◎
 ⾏動の主体
 情報の発信

 ⾏動の⽀援
 情報の受信

＜⽩いカード＞ ＜⻘いカード＞

実施しない

＜⾚いカード＞

元
 情報の提供元

 ⾏動の主体
 情報の発信

 ⾏動の⽀援

元
 情報の提供元

〇◎

 江の川上流⽔害タイムライン運⽤の概要

• 対象事象︓洪⽔、内⽔、⼟砂災害
• 運⽤機関︓三次市、安芸⾼⽥市、ダム管理者、警察、消防、⾃衛隊、ライフライン機
関、公共交通機関、福祉避難施設、浸⽔時緊急退避施設、報道機関、広島県、気象庁
および国⼟交通省の37機関

• 運⽤期間︓⽴ち上げ（台⾵または前線性に伴う降⾬が、3⽇後に江の川上流流域へ影
響する恐れ）から、⽔防団待機⽔位を下回り、かつ⼤⾬警報（浸⽔害）及び洪⽔警報
が解除されるまで

• そ の 他︓避難勧告着⽬型タイムラインは、多機関連携型タイムラインである江の川
上流⽔害タイムラインへ移⾏する

タイムライン読み合わせの様⼦検討会全体の様⼦

項⽬ 具体的な内容

1
タイムライン⽴ち上
げ（レベル移⾏）の
意思決定について

運⽤⽅法（案）に基づき、タイムラインの⽴ち上げやレ
ベル移⾏に関する流れ及び参加機関への周知に関する項
⽬が追加されたため、全機関で確認

2
⼤規模⽔害を想定し
た項⽬の追加
①早めの注意喚起

⾃治体より発表される避難情報以外に、早めの広域的な
避難を促すための「浸⽔区域外への避難の呼びかけ（三
次市、安芸⾼⽥市）」の追加を確認

3

⼤規模⽔害を想定し
た項⽬の追加
②避難⽣活の⻑期化
を想定した避難施設
との連携

発災後の福祉避難施設、浸⽔時緊急退避施設（三次市）
の避難者の対応等について⾃治体と各施設管理者で連携
を図ることを確認

4
ダムの放流情報や国
道の交通規制情報に
ついて

ダムの事前放流や異常洪⽔時防災操作時や、国道の交通
規制に関する情報の周知⽅法や周知先を確認

5
各機関からのメーリ
ングリストを活⽤し
た情報共有について

⾃治体からの避難情報や避難所開設情報、交通規制やバ
ス・鉄道の運休情報、ライフラインの供給停⽌情報など
をタイムライン参加機関メーリングリストでの発信する
ことを確認（タイムラインにメールマーク記載）

6 タイムラインの役割
分担について

交通規制時における道路管理者（主体的に⾏う機関）と
警察（⽀援する機関）など、役割分担とタイムライン上
の表記を確認。また、同種機関における実施状況の齟齬
など全体を横並びで確認。


